
個別条件に応じた必要額市場実態を反映した基礎額 公募時期に応じた価格補正

近年の類似施設の整備実績

• 近年整備された類似施設の事業費
を参照

• 規模、機能及び整備内容等の違い
を補正

• 市場実態を踏まえて基礎額を算定

本事業固有の要件

• 立地条件、施設機能及び施工条件
を反映（地質調査結果）

• 本事業に固有の設備、工事及び対
応を加算

• 要求水準と発注範囲に基づいて算
定

公募開始までの価格変動

• 公募開始時期までの価格変動を反
映

• 資材費、労務費、設備費等の上昇
率を考慮

類似施設の実績を
基にした費用 ＋

本事業固有の要件に
係る費用 ＋

公募開始まで
価格変動分 ＝ 提案上限額の算出

基本設計 実施設計 工事施工 工事監理

基本計画改定版と、基本的な考え方に変更はありません。

現在は、実際の発注を見据え、次の３つの要素に基づいて提案上限額を算出・精査しています。

提案上限額算出の考え方について 基本設計一体型DB発注

上記の算定要素を反映した結果、現時点の試算は、基本計画改定版時の概算額を
上回る見通しです。今後、各費用の必要性と算定根拠を整理し、公募に向けて事業
費を精査します。

※ 発注方法
別紙４


